
開講期間１

○ 平成 24年 4 月 19日（木）～平成 25年 3 月 21日（木）
○ 開講日は 木 曜日を基本とします（年間 32日）
午前　１０：００ ～ １２：００
午後　１３：００ ～ １５：００
※午前・午後の２部構成で、座学および実習での講義を
行います。

募集人員２
○ 定員　　　　（受付先着順）

○ 年齢不問　健康で継続して受講できる方
（野外での受講があります）。

３０名

講座の進め方 （単位制、選択性）３
○ ２時間で１単位とします。

○ １年間で６４単位とします。

○ 千葉県立中央博物館、千葉大学園芸学部が実施する公開
講座のうち指定講座を選択した場合には、単位として認
定する予定です。

○ 修了後の進路を考慮し、

① 自然体験活動リーダーコース

② 農業起業・ボランティアコース

③ 地域活性化コース　を設けます。そのため、必修科目
を設定します。

http://www.chiba-ns.net/

申込み方法５
○ 受講申込用紙に記入し、郵送またはＦＡＸをしてください。
（申込み用紙は、ＮＰＯ法人千葉自然学校のホームページ
のシニア自然大学からダウンロードもできます）

入学式７
○ 入学式は、平成２４年４月 19日です（場所は未定）

○ 申込み受付期間

平成 23 年 12月 1 日～平成 24 年 2月 29 日
但し、受付期間中でも定員になり次第締め切ります。

☆申込みを受付後、入学案内及び説明会資料を発送させて

いただきます。

☆説明会では、講座の詳細説明をさせていただきますので、
　必ずご参加してください。（３月中旬頃を予定しております。）

申込み受付６

受講料 （クーポン制）４
○ 前期、後期と分割して納入される場合（半期分）

　　・ 一括納入の場合

　　・ ご夫婦で受講し、一括納入の場合

○ 受講料には、保険料を含みます

○ クーポン券（６４単位分）を発行し、有効期間は、２年間とします。

○ 補助教材費（参考書、図鑑など）、交通費、合宿、修学旅
行等の諸費用は、別途個人負担となります。

特
典 一人

年間

円38,000
円76,000
円72,000
円69,000

申込書送付先および問合わせ先

千葉自然学校 検 索

《申込書送付先／お問い合わせ先》

NPO法人　千葉自然学校 シニア自然大学運営事務局
〒260-0015 千葉市中央区富士見 2－3－1　塚本大千葉ビル 7階
TEL 043－227－7103（代）  FAX 043－202－7237

NPO法人千葉自然学校

平成 2 4 年 度

本 科 受 講 生 募 集 要 項

（ ４ 月 ～ 翌 年 ３月）

平成 24年度
受講生募集

こんな皆様におススメします
〇 自然など幅広い分野の知識と実習を体
系的に学びたい

〇 農業の基礎について学びたい
〇 健康で充実した生き方をしたい
〇 自分のペースで楽しく学び、新しい仲
間づくりをしたい

〇 学んだことを地域のために役立てたい
など

シニア自然大学
NPO法人 千葉自然学校　主催

一期生募集

シニア自然大学シニア自然大学

自然を学び、
健康で、
社会とつながる
充実したシニアライフを
考えてみませんか

自然を学び、
健康で、
社会とつながる
充実したシニアライフを
考えてみませんか



分 　野 講 　　　座 単位 時間 講 　　師 所 　　　　　　　　属 場　所

総 論

開校式、ガイダンス 事 務 局 NPO法人千葉自然学校 千 葉 市

自然体験活動の理念 １ ２ 佐 藤 初 雄 自然体験活動推進協議会代表 〃

研究発表、修了式 １ ２ 事 務 局 NPO法人千葉自然学校 〃

自 然 ・ 環 境

千葉の自然概論 １ ２ 中 村 俊 彦 千葉県立中央博物館副館長 中央博物館

生物多様性と生態系概論 １ ２ 未 定 千葉県生物多様性センター 千 葉 市

天文学 コミュニケーション入門 １ ２ 高 梨 直 紘 東京大学EMP特任助教授 千葉市科学館

気象入門 １ ２ 石 井 賢 次 （社）日本気象予報士会千葉支部気象予報士 千葉市科学館

里山・里海概論 １ ２ 北 澤 哲 弥 江戸川大学非常勤講師 中央博物館

里山の
保全論 １ ２ 大 野 啓 一 千葉県立中央博物館環境科学研究科長 中央博物館

活用論 ２ ４ 金 親 博 榮 NPO法人ちば里山センター理事長 谷当工房（千葉市）

里海・里沼の
保全論 １ ２ 林 紀 男 千葉県立中央博物館生態学研究科上席研究員 中央博物館

活用論 ２ ４ 清 宮 光 雄 NPO法人佐倉みどりネット理事長 印旛沼（佐倉市）

生 物
植物学入門 ２ ４ 古 木 達 郎 千葉県立中央博物館植物学研究科長 中央博物館

動物学入門 ２ ４ 宮 野 伸 也 千葉県立中央博物館
自然誌・歴史研究部長兼動物学研究科長 中央博物館

地 質 地形・地質学入門 ２ ４ 岡 崎 浩 子 千葉県立中央博物館地学研究科長 中央博物館

生 態

（観察・環境）

山の自然入門 ３ ６
原 正 利 千葉県立中央博物館生態・環境研究部長 清和県民の森

尾 崎 煙 雄 千葉県立中央博物館生態学研究科
房総の山のフィールド・ミュージアム上席研究員 清和県民の森

川沼の自然入門 ３ ６
倉 西 良 一 千葉県立中央博物館環境教育上席研究員 養老渓谷

大 木 淳 一 千葉県立中央博物館教育普及科上席研究員 養老渓谷

海の自然入門 ３ ６
奥 野 淳 兒 千葉県立中央博物館分館海の博物館上席研究員 海の博物館

青 木 慎 哉 千葉県立中央博物館分館海の博物館上席研究員 海の博物館

法 制 度 自然関係法制度概論 １ ２ 未 定 千葉県生物多様性センター 千 葉 市

農 業

野菜入門 ４ ８ 甲 田 暢 男 NPO法人ちば農業支援ＮＷ理事 佐 倉 市

果樹入門 ２ ４ 長 江 英 子 NPO法人ちば農業支援ＮＷ調査役 千 葉 市

花き入門 ２ ４ 金 子 黎 次 NPO法人ちば農業支援ＮＷ理事 千 葉 市

稲作入門 ２ ４ 齋 藤 幸 一 NPO法人ちば農業支援ＮＷ調査役 谷当工房（千葉市）

土づくり入門 ２ ４ 坂 本 昌 夫 NPO法人ちば農業支援ＮＷ事務局長 千 葉 市

病害虫入門 １ ２ 竹 内 妙 子 NPO法人ちば農業支援ＮＷ調査役 千 葉 市

自然体験指導

自然体験活動の指導法 ２ ４ 片 岡 慶 子 NPO法人千葉自然学校ネットワーク・受託部長 君 津 市

自然体験活動の基礎技術 ２ ４ 庄 司 達 哉 NPO法人千葉自然学校（千葉県立君津亀山少年自然の家副所長） 君 津 市

自然体験活動の安全管理 ２ ４ 神 保 清 司 NPO法人千葉自然学校（南房総市立大房岬少年自然の家所長） 南房総市

自然体験活動の企画・立案 ２ ４ 小 松 敬 NPO法人千葉自然学校事業推進部長 南房総市

地 域 活 性

房総の民俗 ２ ４ 田 村 勇 館山市文化財審議会委員 館 山 市

健康な暮らしと食 ２ ４ 渡 辺 智 子 千葉県立保健医療大学教授 千 葉 市

郷土の技 ２ ４ 未 定 君津市亀山地区伝統技術保存グループ 君 津 市

暮らしと危機管理 ２ ４ 星 幸 広 千葉大学大学院講師 千 葉 市

地域再生 ２ ４ 加 藤 文 男 前南房総市企画部長 千 葉 市

観光まちづくり ２ ４ 浅 井 信 船橋市街歩きネットワーク運営副委員長 船 橋 市

健 康 と 医 学 遺伝、免疫、健康、医学 ２ ４ 崎 山 樹 千葉県立ガンセンター名誉センター長 千 葉 市

※１ ＣＯＮＥ（自然体験活動推進協議会）：自然体験をキーワードに、全国の約３００団体が連携しながら、自然体験活動憲章に基づいて、豊かな自
　　 然体験活動 の推進と普及を行っている、わが国唯一の団体。
※２ 自然体験活動リーダー：ＣＯＮＥが定めている、日帰りで１０人程度の少人数を身近な自然に案内できる指導者のこと

講座の特色

修了後の進路

■ 豊富なフィールド活動
座学のみでなく、実際に五感で感じるため、フィールド
で実習する機会を多く取り入れることとし、より実践的
な学びにつながります。

■ 幅広い切り口
さまざまな角度から「自然」を観ることを学ぶとともに、
「農業」、「地域」、「健康」などシニアを取り巻くテーマ
についても学ぶことで、これからの生き方に役立ちます。

■ 充実した講師陣
現場の第一線で活躍している講師陣が、「目からウロコ」
の楽しく学べる講座を実践します。

■ 仲間との学び
フィールド実習などでは班活動とし、仲間と気づきや
感動を共有し、より深い学びの場となります。
サークル・研究会など仲間で活動の輪を広げることが
出来ます。

資格取得

① ＣＯＮＥリーダーの資格を活かした自然体験活動の指導者
② 農業の起業或いは農業への参画
③ 地域活性化のための活動
④ 自然観察アドバイザーの活動
⑤ 地域の環境教育、環境保全・再生、里山整備などの地域の活動に参画など自分のラ
イフスタイルに合った分野で活動が出来ます。

■ ２年目については、より深く専門的・実践的な活動を行う専攻科を開講する予定です。

～修了後も充実したシニアライフを～

概略講座内容（24年度）

この講座を受講すると、自然体験活動に関する全国組織である
ＣＯＮＥ　の「自然体験活動リーダー　」の認定が受けられます。

受講で得られるもの
■ 自然を観る力
見過ごしていた身のまわりの自然を体系的、体感的に学
ぶことにより、自然の観方が変わります。

■ 野外活動の基礎力
火起こし、ロープワークなど、災害時などにも役立つ野
外活動の基礎的な知識、技術が学べます。

■ 農業の基礎力
野菜、果樹など農業に参画するための基礎が学べます。

■ 自然を学ぶ仲間の輪
講座を通して、「自然」という共通テーマについて学び、
新たな仲間が出来ます。

■ ネットワークの広がり
千葉自然学校の持つ多くの会員校による自然体験活動
の実践、情報についてのネットワークが活用できます。

詳しくは右記ＨＰを参照ください　http://www.cone.jp/styles/cone_panf.pdf

■ １年間、本科で幅広い分野について知識と実習を学んだ修了生は

資格取得
※１ ※2

この他、千葉自然学校が実施
する幼児からシニアまでの
様々なプログラムや千葉県内
各地域で活動している多くの
会員校のネットワークを活用
して、さまざまな実践・学び
の場が待っています。

※講座の内容・講師・場所等については、運営上の都合により変更することがあります。
※上記のカリキュラム以外にも、合宿や千葉自然学校・会員校の実施するプログラムに体験参加を予定しています。
※ちば農業支援ネットワーク（ＮＷ）は、元千葉県農業総合研究センター研究員、元千葉県農業専門技術員等で組織するNPO法人です。
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